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今
月
の
ポ
イ
ン
ト

・
抑
う
つ
が
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
、
社

会
参
加
・
活
動
量
低
下
に
関

連・
外
出
が
減
っ
て
き
た
ら
通

所
Ｃ
を
検
討

・
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

外
出
関
連
項
目
17
番
を
利

用
者
選
定
に
活
用

　

心
身
機
能
や
活
動
・
参
加
な

ど
の
項
目
か
ら
、
生
活
機
能
を

捉
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生
活
機

能
分
類
）
に
は
、
普
段
の
生
活

で
の
活
動
や
役
割
を
見
る
「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
実
行
状
況
）」

や
、
ど
の
程
度
の
活
動
能
力
が

自
立
も
あ
る
程
度
見
込
ま
れ
る

た
め
、
通
所
Ｃ
の
利
用
者
像
に

合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

一
般
介
護
予
防
で
は
、
通
い

の
場
で
身
体
活
動
量
や
社
会
参

加
の
機
会
を
増
や
し
て
健
康
を

保
つ
戦
略
が
普
及
し
て
い
る
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
16
番
・

17
番
に
よ
る
評
価
は
、
生
活
機

能
が
低
下
し
、
通
い
の
場
か
ら

離
脱
し
か
け
て
い
る
人
を
早
め

に
選
定
で
き
る
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
や
地
域
包
括

の
ス
タ
ッ
フ
に
も
是
非
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

16
番
・
17
番
が
鍵
に

　

通
所
Ｃ
利
用
者
を
▽
16
・
17

番
の
い
ず
れ
も
該
当
し
な
い
人

を
健
常
群
▽
17
番
だ
け
に
該
当

し
た
人
を
外
出
減
少
群
▽
16
番

の
み
と
、
16
・
17
番
の
両
方
に

該
当
し
た
人
を
閉
じ
こ
も
り

群
―
―
に
分
け
て
解
析
し
た

（
図
）。

　

そ
の
結
果
、
通
所
Ｃ
か
ら
の

卒
業
割
合
は
、
健
常
群
74
％
、

外
出
減
少
群
68
％
、
閉
じ
こ
も

り
群
61
％
と
、
も
と
も
と
の
外

出
機
会
が
多
い

人
ほ
ど
高
い
こ

と
が
わ
か
っ

た
。
閉
じ
こ
も

り
群
で
は
、
Ｉ

Ａ
Ｄ
Ｌ
が
有
意

に
低
下
し
て
お

り
、
抑
う
つ
は

外
出
減
少
群
の

時
点
で
増
加
す

る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
17
番

に
該
当
す
る
外

出
減
少
群
は
、

Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下

に
つ
な
が
る
抑

う
つ
が
増
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で

あ
り
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
よ
る

な
ど
差
が
大
き
か
っ
た
。

　

介
護
予
防
に
重
要
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
心
の
影

響
が
大
き
く
、
日
常
生
活

の
活
動
の
種
類
や
量
、
社

会
参
加
に
顕
著
に
表
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

外
出
頻
度
低
下
で

要
介
護
リ
ス
ク
を

把
握

　

抑
う
つ
の
あ
る
高
齢
者
は
趣

味
や
戸
外
活
動
が
低
下
し
、
要

支
援
者
で
は
買
い
物
な
ど
屋
外

で
の
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
落
ち
や
す

い
。

　

そ
こ
で
通
所
Ｃ
で
改
善
が
見

込
ま
れ
る
対
象
者
を
簡
易
に
選

定
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
外
出
項
目

16
番
・
17
番
に
着
目
し
た
。

　

特
に
17
番
の
「
去
年
と
比
べ

て
外
出
の
回
数
が
減
っ
て
い
ま

す
か
」
は
、
要
介
護
状
態
の
入

り
口
に
い
る
人
を
経
時
的
に
評

価
で
き
、
閉
じ
こ
も
り
や
生
活

機
能
の
低
下
が
進
む
前
の
早
期

介
入
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

る
。

を
定
量
化
す
る
た
め
に
活
動
量

計
を
使
用
し
、
高
齢
者
で
多
い

抑
う
つ
が
、
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
手
段

的
日
常
生
活
活
動
）
や
、
趣
味

や
戸
外
活
動
、
屋
外
・
屋
内
家

事
な
ど
の
日
常
生
活
へ
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
調
べ
た
。

　

抑
う
つ
群
と
非
抑
う
つ
群
で

移
動
や
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
運
動

能
力
に
差
は
な
か
っ
た
が
、
Ｉ

Ａ
Ｄ
Ｌ
は
抑
う
つ
群
で
有
意
に

低
下
し
て
い
た
。
特
に
趣
味
や

戸
外
活
動
が
減
少
し
、
意
欲
や

生
き
が
い
、
地
域
で
の
役
割
を

失
っ
て
い
る
人
が
一
定
数
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

抑
う
つ
群
で
は
座
位
時
間
が

長
く
、
家
事
な
ど
の
軽
強
度
活

動
が
少
な
か
っ
た
。
社
会
参
加

は
非
抑
う
つ
群
が
７
割
だ
っ
た

の
に
対
し
、
抑
う
つ
群
は
１
割

に
と
ど
ま
り
、
フ
レ
イ
ル
も
抑

う
つ
群
で
は
全
員
が
該
当
す
る

あ
る
か
を
見
る
「
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
（
能
力
）」
と
い
う
評
価

項
目
が
あ
る
。

　

通
所
Ｃ
な
ど
の
介
護
予
防
で

は
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

果
た
す
役
割
が
大
き
い
。
対
象

者
に
多
い
生
活
不
活
発
病
で

は
、
十
分
な
身
体
機
能
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
活
動
量
が
少

な
く
、
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

抑
う
つ
で

生
活
機
能
が
低
下

　

そ
こ
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

連 載 ⑩
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
聞
く

短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

最
前
線

　

通
所
Ｃ
の
対
象
者
は
、
抑
う
つ
や
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
普
段
の
「
外
出
」
が

生
活
機
能
改
善
の
鍵
を
握
る
。
京
都
橘
大
学
作
業
療
法
学
科

助
教
の
由
利
拓
真
さ
ん
に
聞
い
た
。

由利拓真さん

外
出
が
減
っ
た
ら
通
所
Ｃ

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
16
・
17
番
で
利
用
者
抽
出

早期介入が高い卒業率につながる
外出減少群は通所Cの対象者像に近い

基本チェックリスト16・17番を使った通所C対象者の選定

　

当
院
総
合
内
科
で
は
発
熱

な
ど
の
体
調
不
良
時
を
除

き
、
高
齢
者
の
診
察
時
に
必

ず
運
動
能
力
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

▽
握
力
▽
開
眼
片
足
立
ち
▽

椅
子
か
ら
の
立
ち
座
り
▽
歩

行
姿
勢
▽
継
ぎ
足
歩
行
（
タ

ン
デ
ム
歩
行
）
―
―
を
確
認

す
る
。

　

こ
れ
は
他
科
受
診
へ
引
き

継
ぐ
際
の
情
報
、
判
断
基
準

に
必
要
と
な
る
。例
え
ば「
片

足
立
ち
」
の
維
持
が
10
秒
以

内
の
人
は
脳
神
経
疾
患
の

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
脳

神
経
内
科
紹
介
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
を
行
う
場
合
が
あ

る
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
健
康

増
進
、生
活
機
能
の
維
持
、

閉
じ
こ
も
り
予
防
や
社
会
参

加
を
目
的
と
し
た
筋
ト
レ
教

室
、
百
歳
体
操
や
ジ
ム
な
ど

の
地
域
資
源
に
も
つ
な
い
で

い
る
。

家
の
中
で
も
で
き

る「
継
続
の
工
夫
」

　

運
動
習
慣
は
生
活
機
能
の

維
持
・
改
善
に
さ
ま
ざ
ま
な

良
い
効
果
を
も
た
ら
す
。
例

え
ば
夜
間
頻
尿
の
人
は
、
夕

食
後
に
30
分
程
度
、
少
し
汗

ば
む
程
度
の
運
動
を
す
る
こ

　

医
療
法
人
青
藍
会
（
小
林

正
貴
理
事
長
）
が
運
営
す
る

介
護
老
人
保
健
施
設
か
す
み

が
う
ら
（
茨
城
県
行
方
市
）

は
20
年
以
上
前
か
ら
在
宅
復

帰
の
た
め
の
排
泄
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
入
所
時
に

介
護
士
・
看
護
師
・
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
が
身
体

機
能
、
皮
膚
の
状
態
、
疾

病
な
ど
の
状
況
か

ら
排
泄
能
力
を
評

価
。
ト
イ
レ
排
泄

が
で
き
る
の
か
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
、
排
泄
時
の
見

守
り
の
必
要
性
な

ど
を
検
討
す
る
。

お
む
つ
や
パ
ッ
ド

が
必
要
な
場
合
は
３
日
間
の

尿
量
計
測
を
行
い
、
使
用
す

る
ア
イ
テ
ム
を
決
定
。
毎
月

開
催
す
る
排
泄
委
員
会
（
Ｃ

Ｓ
Ｔ
）
や
、
毎
日
の
フ
ロ
ア

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
情
報
共
有

す
る
。

　

排
泄
能
力
の
改
善
に
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
日
常
動
作
の
リ
ハ
ビ
リ
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
昨
年

９
月
に
は
施
設
の
中
庭
に

「
リ
ハ
ビ
リ
庭
園
」
を
造
設
。

散
歩
を
し
な
が
ら
の
歩
行
リ

ハ
ビ
リ
や
、
園
芸
で
し
ゃ
が

む
、
指
先
を
使
う
な
ど
の
動

作
を
す
る
。

　

屋
内
の
リ
ハ
ビ
リ
は
在
宅

復
帰
を
想
定
し
、
ト
イ
レ
や

手
す
り
・
家
具
な
ど
の
位
置

を
で
き
る
限
り
入
居
者
の
自

宅
に
近
い
環
境
に
整
え
る
。

　

２
０
２
３
年
11
月
に
は
在

宅
強
化
型
へ
移
行
。
25
年
度

（
26
年
１
月
21
日
時
点
）
の

退
所
者
は
60
人
で
、
う
ち
在

宅
復
帰
は
22
人
と
な
っ
て
い

る
。

と
で
改
善
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。

　

た
だ
、
今
ま
で
運
動
を
し

て
こ
な
か
っ
た
人
へ
急
に
習

慣
化
を
求
め
る
の
は
簡
単
で

は
な
い
。
継
続
し
や
す
い
工

夫
の
一
つ
は
、
日
常
生
活
の

延
長
と
し
て
簡
単
な
動
き
を

取
り
入
れ
る
こ
と
。「
ト
イ

レ
に
立
っ
た
つ
い
で
に
５
分

間
部
屋
の
中
を
歩
く
」「
家

の
中
で
15
分
の
歩
行
を
日
課

に
す
る
」な
ど
が
具
体
例
だ
。

　

歩
行
が
難
し
い
場
合
は
、

ベ
ッ
ド
で
寝
た
ま
ま
や
、
い

す
や
壁
を
支
え
に
身
体
を
動

か
す
方
法
も
あ
る
。
特
に
、

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
る
前
に
軽

く
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運
動
を
行

え
ば
身
体
が
温
ま
り
、
寒
さ

で
こ
わ
ば
っ
た
関
節
の
動
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
そ
し

て
、
覚
醒
し
て
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
起
き
上
が
る
と
離
床
後

の
ふ
ら
つ
き
、
転
倒
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

死
亡
率
の
低
下

　

運
動
継
続
の
長
期
的
な
効

果
の
１
つ
に
死
亡
率
の
低
下

が
挙
げ
ら
れ
る
。
週
３
日
程

度
の
筋
ト
レ
を
習
慣
的
に
行

う
こ
と
で
筋
ト
レ
を
し
て
い

な
い
人
よ
り
も
死
亡
率
が

15
％
低
下
し
、
さ
ら
に
有
酸

素
運
動
も
行
う
場
合
は
死
亡

率
が
40
％
低
下
す
る
こ
と
が

デ
ー
タ
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身

体
活
動
・
運
動
ガ
イ
ド
２
０

２
３
」
で
は
、
高
齢
者
に
つ

い
て
「
歩
行
ま
た
は
そ
れ
と

同
等
以
上
の
身
体
活
動
を
１

日
40
分
以
上
（
１
日
６
０
０

０
歩
以
上
）
行
う
こ
と
」
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
無

理
な
く
継
続
で
き
る
運
動
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

石
毛
豊
秀
事
務
長
は
「
介

護
・
看
護
・
栄
養
・
リ
ハ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
排
泄
ケ

ア
に
積
極
的
に
関
わ
る
風
土

が
で
き
て
い
る
。
全
職
種
の

人
事
評
価
に
排
泄
援
助
の
項

目
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
自

立
排
泄
を
後
押
し
し
て
い

る
」
と
説
明
す
る
。

　

取
組
み
の
き
っ
か
け
は
20

年
以
上
前
に
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
メ
ン
リ
ッ
ケ
の
排
泄
用

品
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
」

を
導
入
し
た
こ
と
。
同
社
の

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
お
む
つ
の

当
て
方
や
選
定
方
法
の
勉
強

会
を
全
職
員
向
け
に
実
施

し
、
排
泄
技
術
の
向
上
に
も

注
力
し
て
き
た
。

　

排
泄
能
力
に
応
じ
て
▽
比

較
的
自
立
度
が
高
い
場
合
は

ベ
ル
ト
タ
イ
プ
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ａ
フ
レ
ッ
ク
ス
」
▽
尿
量
が

多
い
場
合
や
重
度
の
人
は

テ
ー
プ
止
め
タ
イ
プ
の
「
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ａ
ス
リ
ッ
プ
」
▽
パ
ッ

ド
タ
イ
プ
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
コ

ン
フ
ォ
ー
ト
」
▽
パ
ッ
ド
と

併
用
す
る
専
用
フ
ィ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
フ
ィ
ッ

ク
ス
コ
ッ
ト
ン
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
―
―
な
ど
と
使
い
分
け

る
。

　

ま
た
、
自
力
で
の
ト
イ
レ

排
泄
は
で
き
る
が
便
の
拭
き

残
し
が
あ
る
場
合
は
、保
清
・

保
湿
・
保
護
の
３
つ
の
役
割

を
も
つ
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
ク
リ
ー
ム
」
を
事
前
に

肛
門
周
辺
に
塗
布
し
、
軽
い

力
で
便
を
き
れ
い
に
拭
き
取

れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

介
護
部
長
の
小
島
美
枝
子

さ
ん
は
「
ま
ず
は
入
居
者
の

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

評
価
し
、
残
存
機
能
を
最

大
限
活
か
す
こ
と
。
日
々
の

ち
ょ
っ
と
し
た
成
功
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
自
立
排

泄
に
繋
げ
る
プ
ロ
セ
ス
に
な

る
」
と
話
す
。

茨
城
エ
リ
ア
で
排

泄
ケ
ア
の
質
向
上

　

同
施
設
は
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
メ
ン
リ
ッ
ケ
と
茨
城
県

立
中
央
病
院
が
発
起
し
た
、

地
域
連
携
会
「
茨
城
合
同
Ｃ

Ｓ
Ｔ
水
戸
３
セ
ッ
ト
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
。
病
院
・
介

護
施
設
な
ど
約
30
施
設
が
参

加
し
、
排
泄
ケ
ア
の
実
践

や
、
成
功
事
例
な
ど
を
共
有

す
る
。
参
加
し
て
い
る
病
院

か
ら
は
「
老
健
が
し
っ
か
り

取
組
ん
で
い
る
と
、
病
院
か

ら
も
安
心
し
て
患
者
を
送
り

出
せ
る
」
と
信
頼
を
得
る
場

に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
保
険
者

機
能
強
化
推
進
交
付
金
・
介

護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交

付
金
」
は
、
主
に
高
齢
者
の

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に

向
け
た
都
道
府
県
・
市
町
村

の
取
組
を
同
省
が
評
価
し
、

達
成
度
に
応
じ
た
報
奨
金

（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
を
付

与
す
る
制
度
。
２
０
１
８
年

に
創
設
さ
れ
た
。

　

約
３
０
０
項
目
の
評
価
指

標
で
８
０
０
点
満
点
。
保
険

者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
は

①
持
続
可
能
な
地
域
の
あ
る

べ
き
姿
②
公
平
・
公
正
な
給

付
を
行
う
体
制
の
構
築
③
介

護
人
材
の
確
保
そ
の
他
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
整
備

④
高
齢
者
の
状
況
に
応
じ
た

自
立
し
た
日
常
生
活
―
―
の

４
カ
テ
ゴ
リ
、
介
護
保
険
保

険
者
努
力
支
援
交
付
金
は
①

介
護
予
防
／
日
常
生
活
支
援

の
推
進
②
認
知
症
総
合

支
援
の
推
進
③
在
宅
医

療
・
在
宅
介
護
連
携
の

構
築
④
高
齢
者
の
状
況

に
応
じ
た
自
立
し
た
日

常
生
活
―
―
に
大
別
さ

れ
、
各
④
は
ア
ウ
ト
カ

ム
指
標
を
置
く
。

　

同
省
は
毎
年
度
、
都

道
府
県
・
市
町
村
別
の

結
果
を
公
表
。
２
０
２

５
年
度
は
都
道
府
県
分

が
平
均
５
２
８
・
８
点

で
前
年
度
比
＋
12
・
７

点
。
最
高
得
点
は
静

岡
県
の
６
２
５
点
だ
っ

た
。
ま
た
市
町
村
分
は

平
均
４
３
５
・
０
点

で
前
年
度
比
＋
12
・
６

点
。
最
高
得
点
は
熊
本

県
荒
尾
市
の
６
４
９
点

だ
っ
た
。

　

カ
テ
ゴ
リ
別
の
得
点

率
を
見
る
と
、
市
町
村

平
均
で
は
支
援
交
付
金

③
の
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
関
連
が
66
・
１
％

で
最
も
高
く
、
②
の
認

知
症
施
策
が
46
・
５
％

で
最
も
低
い
。

練
馬
区
　
住
ま
い
確
保

の
伴
走
支
援

　

東
京
都
練
馬
区
（
人
口

74
・
１
万
人
、
第
１
号
被
保

険
者
数
16
・
４
万
人
）
は
６

１
３
点
で
全
国
15
位
。
10
万

人
以
上
都
市
だ
と
唯
一
６
０

０
点
台
で
首
位
に
た
つ
。
機

能
強
化
交
付
金
の
③
「
介
護

人
材
の
確
保
等
」
が
全
国
平

均
46
・
６
点
に
対
し
94
点
と

大
き
く
上
回
る
。

　

例
え
ば
「
地
域
に
お
け
る

介
護
人
材
の
将
来
的
な
必
要

数
の
推
計
を
行
い
、
こ
れ
を

公
表
し
て
い
る
」（
同
区
６

点
満
点
、
全
国
平
均
１
・
12

点
）
で
は
、
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
公
表
す
る
と

共
に
、
同
区
高
齢
者
基
礎
調

査
の
結
果
を
掲
載
。
介
護
事

業
者
が
抱
え
る
運
営
上
の
課

題
は
約
半
数
が
「
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
」、
２
割
半
ば
が「
ス

タ
ッ
フ
の
人
材
育
成
」
を
挙

げ
、
ま
た
６
割
半
ば
の
事
業

者
が
従
業
員
の
不
足
を
感
じ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
庁
内
や
都
道
府

県
、事
業
者
、関
係
団
体
、専

門
職
な
ど
外
部
関
係
者
と
の

連
携
体
制
を
活
用
し
、
高
齢

者
の
住
ま
い
の
確
保
と
生
活

の
一
体
的
支
援
に
関
す
る
取

組
を
実
施
し
て
い
る
」（
同
区

６
点
満
点
／
全
国
２
・
22
点
）

で
は
、
住
ま
い
確
保
の
た
め

の
伴
走
型
支
援
事
業
を
居
住

支
援
法
人
へ
委
託
。
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
、
自
身
だ
け
で
は
契

約
や
転
居
等
の
手
続
き
が
で

き
な
い
人
を
対
象
に
、
物
件

紹
介
や
見
学
・
契
約
の
同
行

等
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

さ
ら
に
、
同
連
携
体
制
に

つ
い
て
「
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
の
実
施
や
地
域
の

誰
も
が
参
画
で
き
る
場
づ
く

り
な
ど
、
介
護
保
険
事
業
に

留
ま
ら
な
い
地
域
づ
く
り
に

活
用
」（
同
区
６
点
満
点
／

２
・
32
点
）
の
項
目
で
は
、

区
内
４
カ
所
の
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
福
祉
推
進
セ

ン
タ
ー
」
に
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。
区

民
や
地
域
団
体
か
ら
地
域
で

注
意
が
必
要
な
住
民
の
情
報

を
収
集
し
、
個
別
訪
問
や
相

談
対
応
へ
つ
な
げ
て
い
る
。

25
年
度
か
ら
は
若
者
ケ
ア

ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
新
た
に
配
置
し
、
複
合
的

な
課
題
へ
の
相
談
支
援
体
制

を
強
化
す
る
。

　

長
期
間
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
居

場
所
の
提
供
か
ら
就
労
準

備
、
職
場
定
着
支
援
ま
で
を

行
う
「
あ
す
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
設
置
し
、
社
会
参
加

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援

す
る
。

　

冬
場
は
寒
さ
や
雪
で
外
出
機
会
が
減
少
し
、
筋
肉
量

低
下
、
体
力
低
下
、
社
会
参
加
の
機
会
損
失
を
招
き
や

す
い
。
日
照
時
間
が
短
い
こ
と
で
う
つ
病
な
ど
の
リ
ス

ク
も
高
ま
る
。
日
々
の
診
療
で
高
齢
者
の
運
動
機
能
診

断
や
運
動
習
慣
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
済

生
会
滋
賀
県
病
院
（
滋
賀
県
栗
東
市
）
の
総
合
内
科
部

長
・
中
村
隆
志
医
師
に
冬
場
の
運
動
継
続
の
重
要
性
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

済
生
会
滋
賀
県
病
院

中
村
隆
志
総
合
内
科
部
長

運
動
継
続
の
コ
ツ
は「
日
常
生
活
＋
α
」

老
健
か
す
み
が
う
ら（
茨
城
県
行
方
市
）

排
泄
自
立
へ
生
活
リ
ハ
と
お
む
つ
最
適
化

石毛事務長 （左）、小島部長

保険者機能強化推進交付金 保険者努力支援交付金

指標① 指標② 指標③ 指標④ 計 指標① 指標② 指標③ 指標④ 計 合計

満点 100 100 100 100 400 100 100 100 100 400 800

平均 59.41 65.4 46.6 47.84 219.25 55.28 46.51 66.11 47.84 215.74 434.99

練馬区 76 92 94 60 322 73 70 88 60 291 613

平均との差 16.59 26.6 47.4 12.16 102.75 17.72 23.49 21.89 12.16 75.26 178.01

25年度保険者インセンティブ

都道府県・市町村ともに微増
　

白
十
字（
東
京
都
豊
島
区
、

天
田
泰
正
社
長
）、
白
十
字

販
売
、
白
十
字
物
流
の
グ

ル
ー
プ
３
社
は
１
月
９
日
、

都
内
で
26
年
賀
詞
交
歓
会
を

開
催
、
医
療
衛
生
材
料
メ
ー

カ
ー
各
社
が
集
っ
た
。

　

天
田
社
長
は
、「
一
昨
年

は
能
登
半
島
地
震
に
見
舞
わ

れ
た
新
年
だ
っ
た
が
、
昨
年

も
各
地
で
山
火
事
や
水
害
が

発
生
す
る
な
ど
自
然
災
害
が

相
次
い
だ
。
お
む
つ
な
ど
必

要
な
医
療
衛
生
材
料
の
供
給

に
努
め
た
。昨
年
の
業
績
は
、

諸
物
価
の
上
昇
を
受
け
、
消

白
十
字
グ
ル
ー
プ

26
年
賀
詞
交
歓
会

今
年
、
創
業
130
年

「
ム
ー
ブ
エ
イ
ド
ケ
ア
」の
実
践

関
シ
ル
新
年
互
礼
会
で

費
の
低
迷
や
原
材
料
の
高
騰

に
よ
り
グ
ル
ー
プ
３
社
は
減

収
減
益
と
な
っ
た
。
今
年
は

白
十
字
創
業
１
３
０
年
、
白

十
字
販
売
80
年
を
迎
え
る

中
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
実
現
に
向
け
て
よ
り

良
い
製
品
を
開
発
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

１
月
16
日
、
関
西
シ
ル

バ
ー
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
福
田

光
正
理
事
長
）
の
26
年
新
年

互
礼
会
が
大
阪
市
中
央
区

で
開
催
さ
れ

た
。

　

福
田
理
事

長
は
、「
人

材
の
確
保
や

諸
物
価
高
騰

で
苦
し
む
介

の
福
祉
用
具
が
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
、
高
齢
者
施
設
に
お

い
て
、
安
心
の
確
保
と
効
率

向
上
を
め
ざ
し
て
、
リ
フ
ト

な
ど
の
用
具
を
し
っ
か
り
使

い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

　
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
２

６
」（
４
月
15
日
〜
17
日
、

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）で
は
、

同
協
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
「
ム
ー
ブ
エ
イ
ド
ケ
ア
の

推
進
」
を
掲
げ
、
施
設
に
お

け
る
用
具
活
用
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
う
予
定
。

護
現
場
の
現
状
を
踏
ま
え
て

社
会
へ
の
発
信
を
進
め
た

い
。
生
成
Ａ
Ｉ
や
介
護
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
を
し
っ
か

り
業
務
に
取
り
入
れ
、
課
題

解
決
に
取
り
組
み
、
よ
り
良

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

講
演
し
た
特
養
「
い
や
さ

か
苑
」（
兵
庫
県
姫
路
市
）

施
設
長
の
田
上
優
佳
氏
は
、

自
身
の
施
設
で
推
進
す
る

「
ム
ー
ブ
エ
イ
ド
ケ
ア
」
に

つ
い
て
語
り
、「
在
宅
介
護

で
自
立
支
援
に
向
け
て
各
種

協
会
の
役
割
を
訴
え
る
福
田
理
事
長

挨拶する天田社長
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